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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期

第３四半期連結
累計期間

第26期
第３四半期連結
累計期間

第25期

会計期間
自平成23年６月１日
至平成24年２月29日

自平成24年６月１日
至平成25年２月28日

自平成23年６月１日
至平成24年５月31日

売上高（千円） 4,324,857 3,914,007 5,568,170

経常利益（千円） 114,912 62,906 107,729

四半期（当期）純利益（千円） 58,455 29,476 48,984

四半期包括利益又は包括利益（千円） 66,436 36,199 62,913

純資産額（千円） 799,339 859,332 794,395

総資産額（千円） 1,983,621 2,036,403 1,615,119

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 6,117.16 3,084.59 5,126.04

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 30.3 30.6 36.7

　

回次
第25期

第３四半期連結
会計期間

第26期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年12月１日
至平成24年２月29日

自平成24年12月１日
至平成25年２月28日

１株当たり四半期純利益金額（円） 2,029.14 1,541.63

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第25期第３四半期連結累計期間、第26期

第３四半期連結累計期間及び第25期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

  当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　本項における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代を契機とした円安による輸出企業を中心とした収

益改善への期待感や株式市場の好転など景気回復の兆しは見られるものの、欧州債務危機等の先行き不透明な要

素が多く、依然として厳しい状況が続きました。

　この様な環境のもと、当社グループは企業と人材を繋ぐ役割と機能を果たすため、質の高い人材サービスの提供

を通じて双方が求めるニーズに応えてまいりました。当第３四半期連結累計期間は、北海道の市場を基盤としな

がら東北地方においても雇用環境の改善を念頭に企業業績の拡大と地域の活性化に向けた業務を推進し、収益の

拡大を目指してまいりました。

　人材派遣関連事業においては、前連結会計年度に受託した緊急雇用対策における介護分野の派遣事業が継続さ

れなかったことなどの要因により、売上及びセグメント利益とも前年同期を下回りました。人材派遣関連事業

（関東）においては、家電業界の低迷による大手量販店での販売員ニーズの減少により、売上及びセグメント利

益とも前年同期を下回りました。人材紹介事業においては、成約件数を伸ばすことができ、売上及びセグメント利

益が前年同期を上回りました。再就職支援事業においては、官公庁からの受託事業が減少したことにより、売上及

びセグメント利益とも前年同期を下回りました。ペイロール事業においては、新規顧客の獲得によって処理件数

が増加したことにより、売上は前年同期を上回りましたが、設備投資費用並びに処理に伴う人件費が増加したこ

とにより、セグメント利益は前年同期を下回りました。その他事業（施設管理業務等）は、施設の利用等が減少し

たことにより、売上は前年同期を下回りましたが、施設運用に係る経費の削減により、セグメント利益は前年同期

を上回りました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高3,914,007千円（前年同期比

9.5％減）、営業利益63,602千円（同44.7％減）、経常利益62,906千円（同45.3％減）、四半期純利益29,476千円

（同49.6％減）となりました。　　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　①人材派遣関連事業

　人材派遣関連事業においては、大学病院をはじめ官公立病院からの入札案件による医療系の受託は順調に推移し

たものの、家電業界の低迷による大手量販店での販売員ニーズの減少並びに前連結会計年度に受託した緊急雇用対

策における介護分野の派遣事業が継続されなかったことなどの要因により、売上及びセグメント利益とも前年同期

を下回ることとなりました。この結果、売上高2,256,079千円（同11.8％減）、セグメント利益213,142千円（同

9.3％減）となりました。

②人材派遣関連事業（関東）（株式会社セールスアウトソーシング）

　人材派遣関連事業（関東）においては、家電業界の低迷による大手量販店での販売員ニーズの減少により、売上及

びセグメント利益とも前年同期を下回ることとなりました。この結果、売上高489,150千円（同2.0％減）、セグメン

ト利益871千円（同88.1％減）となりました。

③人材紹介事業

　人材紹介事業においては、成約件数を伸ばすことができ、求人ニーズの高い薬剤師や看護師などの医療関連技術者

の人材紹介も堅調に推移したことにより、売上及びセグメント利益ともに前年同期を上回ることとなりました。こ

の結果、売上高88,190千円（同5.5％増）、セグメント利益33,281千円（同21.1％増）となりました。
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④再就職支援事業　

　再就職支援事業においては、民間企業の雇用調整に係る再就職支援業務は減少並びに行政官庁からの雇用対策事

業も一部減少したことにより、売上及びセグメント利益とも前年同期を下回ることとなりました。この結果、売上高

614,746千円（同16.2％減）、セグメント利益74,173千円（同22.5％減）となりました。

　⑤ペイロール事業

　ペイロール事業においては、首都圏及び関西圏での積極的な営業展開の結果、給与計算処理や住民税処理業務の新

規顧客獲得で処理件数が増加したことにより、売上は前年同期を上回ることとなりましたが、設備投資費用並びに

処理に伴う人件費が増加したことにより、セグメント利益は前年同期を下回ることとなりました。この結果、売上高

408,314千円（同6.0％増）、セグメント損失14,640千円（前年同期はセグメント損失8,874千円）となりました。

⑥その他（施設管理業務等）

　平成22年４月に札幌市から受託している公共施設の運営管理業務は施設の利用料等の減少により、売上は前年同

期を下回ることとなりましたが、光熱費等の施設運営に係る経費の削減により、セグメント利益は前年同期を上回

ることとなりました。この結果、売上高57,525千円（同10.1％減）、セグメント利益4,903千円（同64.7％増）とな

りました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,800

計 32,800

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年４月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,556 9,556札幌証券取引所
当社は単元株制度は採

用しておりません。 

計 9,556 9,556 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成24年12月１日～

平成25年２月28日
－ 9,556 － 242,181 － 49,181

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,556 9,556 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 9,556 － －

総株主の議決権 － 9,556 －

 

②【自己株式等】

 平成25年２月28日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平成

25年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 889,564 707,639

売掛金 509,270 1,052,265

その他 29,965 39,533

貸倒引当金 △2,787 △4,924

流動資産合計 1,426,013 1,794,514

固定資産

有形固定資産 31,374 36,082

無形固定資産 15,551 49,595

投資その他の資産 142,180 156,210

固定資産合計 189,106 241,888

資産合計 1,615,119 2,036,403

負債の部

流動負債

買掛金 50,373 61,123

短期借入金 200,000 600,000

1年内返済予定の長期借入金 81,052 75,792

未払費用 271,254 307,580

未払法人税等 11,929 18,993

未払消費税等 52,716 31,213

その他 91,703 72,710

流動負債合計 759,029 1,167,412

固定負債

長期借入金 55,529 －

その他 6,165 9,658

固定負債合計 61,694 9,658

負債合計 820,724 1,177,070

純資産の部

株主資本

資本金 242,181 242,181

資本剰余金 49,181 49,181

利益剰余金 291,979 312,855

株主資本合計 583,342 604,218

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,244 19,828

その他の包括利益累計額合計 9,244 19,828

新株予約権 4,652 7,028

少数株主持分 197,156 228,256

純資産合計 794,395 859,332

負債純資産合計 1,615,119 2,036,403
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

売上高 4,324,857 3,914,007

売上原価 3,524,124 3,154,900

売上総利益 800,732 759,106

販売費及び一般管理費 685,794 695,504

営業利益 114,938 63,602

営業外収益

受取賃貸料 16,415 16,560

その他 5,960 3,186

営業外収益合計 22,376 19,746

営業外費用

支払利息 4,311 3,863

賃貸費用 16,415 16,560

その他 1,674 18

営業外費用合計 22,401 20,442

経常利益 114,912 62,906

特別損失

投資有価証券売却損 8,138 －

持分変動損失 － 7,288

特別損失合計 8,138 7,288

税金等調整前四半期純利益 106,773 55,618

法人税等 47,115 30,003

少数株主損益調整前四半期純利益 59,658 25,614

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,202 △3,861

四半期純利益 58,455 29,476
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 59,658 25,614

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,778 10,584

その他の包括利益合計 6,778 10,584

四半期包括利益 66,436 36,199

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 64,573 39,248

少数株主に係る四半期包括利益 1,863 △3,048
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年６月１日
至  平成24年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年６月１日
至  平成25年２月28日）

減価償却費 11,494千円 15,649千円

のれんの償却額 132 40

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成24年２月29日）

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当金（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年８月29日

定時株主総会
普通株式 8,600 900平成23年５月31日平成23年８月30日利益剰余金

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成25年２月28日）

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当金（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年８月29日

定時株主総会
普通株式 8,600 900平成24年５月31日平成24年８月30日利益剰余金

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成24年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

 

報告セグメント

その他

(注)１　
合計

調整額

(注)２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３　

人材派遣

関連事業

人材派遣

関連事業

（関東）

人材紹介

事業

再就職支

援事業

ペイロー

ル事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
2,559,069498,90083,627733,910385,3444,260,85264,0044,324,857－ 4,324,857

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

26,646 149 680 － 9,346 36,823 － 36,823(36,823) －

計 2,585,716499,05084,307733,910394,6904,297,67664,0044,361,680(36,823)4,324,857

セグメント利益又

は損失（△）
235,0727,31727,49095,662△8,874356,6692,978359,647(244,709)114,938

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，指定管理者制度に係る

施設管理等を含んでおります。

      ２．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。

　 前第３四半期連結累計期間

　セグメント間取引消去 299千円

　のれんの償却額 △132

　全社費用　※ △244,876

合計 △244,709

※ 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　　　

　　３．セグメント利益は四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成25年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

 

報告セグメント

その他

(注)１　
合計

調整額

(注)２　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３　

人材派遣

関連事業

人材派遣

関連事業

（関東）

人材紹介

事業

再就職支

援事業

ペイロー

ル事業
計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
2,256,079489,15088,190614,746408,3143,856,48157,5253,914,007－ 3,914,007

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

13,943 － － 71 8,847 22,862 － 22,862(22,862) －

計 2,270,023489,15088,190614,818417,1623,879,34457,5253,936,869(22,862)3,914,007

セグメント利益又

は損失（△）
213,142 871 33,28174,173△14,640306,8284,903311,731(248,129)63,602

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，指定管理者制度に係る

施設管理等を含んでおります。

      ２．調整額は次のとおりであります。

　 当第３四半期連結累計期間

　セグメント間取引消去 465千円

　のれんの償却額 △40

　全社費用　※ △248,554

合計 △248,129

　　　　※ 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　　　　　

　　３．セグメント利益は四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成25年２月28日）

　１株当たり四半期純利益金額 6,117円16銭 3,084円59銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 58,455 29,476

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 58,455 29,476

普通株式の期中平均株式数（株） 9,556 9,556

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　－

　

　

　

　－

　

　

　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記

載しておりません。　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年４月９日

キャリアバンク株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 香川　　　順　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 五十嵐　康彦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているキャリアバンク株

式会社の平成24年６月１日から平成25年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年12月１日か

ら平成25年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、キャリアバンク株式会社及び連結子会社の平成25年２月28日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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